
　スポーツの秋。市内も各地で運動会が開催されました。
秋空の下、練習の成果を発揮した子どもたち。元気いっ
ぱいにぎやかな声が響き渡りました。

―ゆい―
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さ
市
議
会
だ
よ
り

　年
々
暑
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
猛
暑
の

夏
も
過
ぎ
、晩
秋
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
。

子
ど
も
の
頃
食
べ
て
い
た
庶
民
の
味
、
秋
の

味
覚
の
「
サ
ン
マ
」
も
今
や
高
級
食
材
で
す
。

魚
類
の
乱
獲
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
大
干
ば

つ
や
大
洪
水
な
ど
の
気
候
変
動
。
人
間
に
よ

る
人
災
で
し
ょ
う
か
。

　ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
始
ま
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

第
６
波
・
第
７
波
、
そ
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
の
崩
御
な
ど
、
何
か
と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の

多
か
っ
た
２
０
２
２
年
。

き
っ
と
明
る
い
夜
明
け

が
く
る
。

　２
０
２
３
年
が
そ
う

な
る
こ
と
を
み
ん
な
で

願
い
ま
し
ょ
う
。

（
濱
洲
大
心
）

編 

集 

後 

記

澤
井

　一
富

委
員
長  

柴
田

　誠

小
川

　圭
三

蓑
田

　庸
子

副
委
員
長 

吉
田

　修

濱
洲

　大
心

栁
田

　光
芳

広報広聴委員会

　８月17日に熊本県市議会議長会が主催する第30回県市議会議員
研修会が熊本市で開催され、本市議会からも多くの議員が参加し
ました。
　今回は、地域のまちづくりを全国で手がける㈱グランドレベル
代表取締役社長の田中元子氏を講師に招き、「地域が元気になるヒ
ント～過去でも未来でもない、今目の前から考える～」と題して講演されました。
　自らが2014年から取り組んだ個性豊かな地域づくり・まちづくりを紹介。卸屋だった築55年になる建
物をリノベーションし、多くの人々が過ごせるランドリー付喫茶店に変える（東京墨田区）取組や、オリ
ジナルベンチを配置し、多くの人たちが佇む光景をつくりだした企画（東京中央区）など、地域の人々がま
ちの小さな主役になれる空間づくりで、プロジェクト名を聞いただけでも興味がそそられるものでした。
　「まずは資金が必要だろう」などの既成概念は横に置き、地域の人が求めているものに気づいて提案す
るという発想は、これからの市政運営にも欠かせない視点となり、貴重な研修となりました。

●令和４年第７回定例会の主な内容 …………… Ｐ２～４
●令和３年度一般会計歳入歳出決算などを認定 Ｐ６～７
●一般質問………………………………………… Ｐ８～15
●議員研修／政務活動報告……………………………Ｐ16

～「１階づくりはまちづくり～」の理念にのせて～

たたず

元気いっぱいの玉入れ（本渡南幼稚園）

６年生による鼓笛隊（本渡南小学校）

 令和４年７月27日～ 29日　新風天草（濱洲大心、前田正之）、中尾友二、若山敬介、竹本亨、吉田修

　６人の議員で広島県東広島市（学校の元気応援事業）・岡山県岡山市（教育支援アドバイザー配置事業）に
ついて視察研修を行ってまいりました。

 視察報告
　全国的に教員不足が問題になっている中、東広島市にお
いては、退職された校長先生を中心とした「学校支援セン
ター」を設置され、教育現場のサポートをされておりました。
　岡山市においては、一人一人の育ちを支える指導・支援
の充実のため、知見や経験を有する警察ＯＢや教員ＯＢの
方々を教育支援アドバイザーとして小学校に配置し、いじ
めや暴力行為など問題行為の早期発見、対処を図るための
校内体制づくりの支援を行っておられました。
　また、定期発行物として「道標！みちしるべ」を発行さ
れているとのことでした。

 視察を終えて
　全国的に教員不足が問題となっている今日において、参考となる学びができました。本市においても、こ
れからの教育環境の改善、働き方の見直し等、今後の活動に生かしたいと思います。



 

内
容

　
市
内
に
お
い
て
、
各
種
産
業
を
今
後
も
持
続
さ
せ
る
た

め
、
事
業
協
同
組
合
設
立
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
。
県
の

認
定
を
受
け
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
設
立
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働
者
の
人
件
費
な
ど
組

合
設
立
に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
こ
れ
ま
で
も
産
業
の
担
い
手
確
保
を
進
め
て
い
る
。

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

■答
平
成
29
年
度
以
降
の
一
次
産
業
新
規
就
業
者
は
94
人
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
ア
マ
ビ
ズ
で
創
業

や
売
上
げ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
。

■問
派
遣
職
労
働
者
に
仕
事
が
な
い
場
合
の
給
料
は
補
償

さ
れ
る
の
か
。

■答
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
の

繁
忙
期
を
組
み
合
わ
せ
、

年
間
を
通
し
た
雇
用
を
創

出
す
る
制
度
で
あ
る
。
組

合
で
人
件
費
を
負
担
し
、

市
は
原
則
と
し
て
給
料
の

２
分
の
１
を
支
援
す
る
。

 

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
を
目
的
と
し
、

追
加
接
種
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
の
実

施
に
向
け
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
こ
の
追
加
接
種
対
象
者
と
、
４
回
目
接
種
の
違
い
は
。

■答
今
回
の
追
加
接
種
は
12
歳
以
上
で
初
回
接
種
（
１
・

２
回
目
接
種
）
完
了
者
が
対
象
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
回
目
接
種
対
象
者
は
60
歳
以
上
、
59
歳

以
下
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
医
療
従
事
者
、
高
齢
者

施
設
等
従
事
者
と
な
る
。

 

内
容

　
骨
髄
移
植
が
必
要
な
方
に
対
し
、
ド
ナ
ー
登
録
者
が
骨

髄
を
提
供
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
自
営
業
者

や
無
給
休
暇
を
取
得
し
て
骨
髄
等
を
提
供
す
る
本
人
ま
た

は
事
業
所
に
対
す
る
助
成
金
を
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
市
内
に
白
血
病
等
治
療
中
の
患
者
は
ど
の
程
度
い
る

の
か
。

■答
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
は
、
40
人
ほ
ど
の
方
が
治

療
中
で
あ
る
。

■問
本
事
業
の
申
請
や
ド
ナ
ー
登
録
の
窓
口
は
。

■答
当
該
補
助
金
の
申
請
窓
口

は
本
市
の
健
康
増
進
課
。
ド

ナ
ー
登
録
は
献
血
ル
ー
ム
、

献
血
バ
ス
、
保
健
所
で
申
し

出
る
と
手
続
が
で
き
る
。

地
域
づ
く
り
の
人
材
の
雇
用
お
よ
び
人
材

派
遣
を
行
う
事
業
協
同
組
合
を
支
援

３
０
０
万
円
を
新
設

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
実

施
に
向
け
た
体
制
を
整
備

２
億
１
，７
８
３
万
８
千
円
を
増
額

 

内
容

　
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産
農

家
に
対
す
る
負
担
軽
減
と
経
営
安
定
に
向
け
た
緊
急
的
な

支
援
を
行
う
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
飼
料
購
入
費
以
外
に
資
材
の
支
援
も
あ
る
の
か
。

■答
今
後
、
国
に
よ
る
助
成
事
業
が
創
設
さ
れ
る
見
込
み

が
あ
る
た
め
、
国
・
県
の
支
援
内
容
を
見
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
を
検
討
す
る
。

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
配
合
飼
料
購
入
費

の
一
部
を
補
助

６
，１
０
０
万
円
を
新
設

 

内
容

　
予
防
接
種
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
る
母
子
・
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
「
コ
コ
て
ら
す
」
に
、
乳
幼
児
健
診
の
管
理
機

能
を
追
加
し
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
ア
プ
リ「
コ
コ
て
ら
す
」を

選
択
し
た
理
由
と
、
他
市
の

状
況
は
。

■答
こ
の
ア
プ
リ
は
全
国
シ
ェ

ア
60
％
を
占
め
て
お
り
、
熊

本
県
内
45
市
町
村
の
う
ち
12

市
町
村
が
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
母
子
手
帳
ア
プ

リ
よ
り
機
能
面
が
充
実
し
て

い
る
た
め
採
用
し
た
。

母
子
・
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
に
乳
幼
児
健

診
の
管
理
機
能
を
追
加

３
４
６
万
５
千
円
を
増
額

無
給
休
暇
に
よ
る
骨
髄
ド
ナ
ー
の
経
済
的

負
担
等
を
軽
減
し
、
骨
髄
移
植
を
推
進

40
万
円
を
新
設
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令和４年
第７回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案は26件
※議案一覧は５ページに掲載。

物
価
高
騰
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
予
算
を
増
額

　令和４年第７回定例会は、８
月30日（火）から９月26日（月）
の28日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算、決算
などの議案等が提出され、審査・
審議の結果、すべて原案どおり
承認、可決、認定しました。
　今号では、この中から３件を
詳しく紹介します。

TOPICS

●報告 ……………  ２件
●承認 ……………  １件
●条例 ……………  ５件
●その他 …………  ３件
●予算 ……………  ２件
●決算 …………… 13件

　
６
億
２
，３
９
５
万
７
千
円
を
増
額
し
、
総
額
５
８
４

億
２
，２
８
０
万
３
千
円
と
す
る
令
和
４
年
度
天
草
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
９
月
７
日
の
予
算
決

算
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、新
規
事
業
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
感
染
予
防
対
策
に

係
る
事
業
が
計
上
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特
定
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
事
業
、
物
価
高
騰
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

▲ココてらすアプリ
　QRコード



議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第15号 令和３年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について（地方公共団体の財政の健全化
に関する法律の規定により、議会に報告するもの） ― ―

議第134号 専決処分事項の承認について（令和４年度天草市一般会計補正予算（第４号）） 付託省略 承認

議第135号 天草市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制定について（地方公務員法の一部改
正に伴い、職員の定年の引上げ等に関し、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第136号 天草市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について（地方公務員の育児休業等に
関する法律等の一部改正に伴い、職員の育児休業の取得回数制限の緩和等を行うため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第137号 天草市消防団員の定員、任用、給与、服務等に関する条例及び天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について（消防団員の報酬等を見直すため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第138号 天草市再生可能エネルギー発電事業と地域環境との調和に関する条例の制定について（地域環境と調和
のとれた再生可能エネルギー発電事業を促進するため、条例を制定するもの） 市民生活 原案可決

議第139号 天草市とどろき万太郎村条例を廃止する条例の制定について（天草市とどろき万太郎村の廃止に伴い、条例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第140号 財産の取得について（天草市陸上競技場（仮称）の建設に伴い、日本陸上競技連盟の第３種公認を取得す
るために必要な陸上競技用備品の購入について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第141号 財産の無償貸付けについて（旧天草市倉岳特産物処理加工施設の土地及び建物を無償で貸し付けるため、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決
議第142号 工事請負契約の締結について（御所浦恐竜の島博物館展示工事に係る請負契約の締結について、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決
議第143号
～144号

令和４年度天草市一般会計補正予算（第５号）
令和４年度天草市病院事業会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

議第145号
～157号

令和３年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度天草市特別会計歳入歳出決算の認定について（国民健康保険特別会計など９件）
令和３年度天草市病院事業会計決算の認定について
令和３年度天草市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和３年度天草市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

予算決算 認定

報告第16号 専決処分事項の報告について（市道において発生した公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定
めることについて専決処分したので、議会に報告するもの） ― ―

令和４年 第７回定例会
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03
消
防
団
班
長
・
団
員
の

報
酬
を
増
額

 

内
容

　
全
国
的
な
消
防
団
員
の
減
少

を
踏
ま
え
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
を
目
的
と
し
て
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
の
見
直
し
を
行
う
。

 

質
疑

■問
班
長
の
役
職
は
重
責
。
班
長
と
基
本
団
員
と
の
差
を
つ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
国
の
提
言
を
踏
ま
え
、
国
の
基
準
を
下
回
る
役
職
の
報
酬

額
に
つ
い
て
、
同
基
準
に
合
わ
せ
見
直
し
を
行
っ
た
。

■問
消
防
学
校
訓
練
出
動
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

■答
改
正
前
は
、
出
動
手
当
と
し
て
５
，０
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
た
。改
正
後
は
、２
，０
０
０
円
の
出
動
報
酬
と
旅
費（
日

当
等
）
を
支
払

う
こ
と
と
な

り
、
ほ
ぼ
同
額

の
支
払
額
に
な

る
。 消

防
団
員
の
年
額
報
酬
を
国
の
基
準
に
準
じ
て

増
額

02
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
地
域
環
境
と
の
調
和

に
関
す
る
条
例
を
制
定

 

内
容

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
が
増
加
し
て
い
る
中
、

管
理
不
足
に
よ
る
近
隣
へ
の
影
響
や
住
民
へ
の
説
明
不
足
に

伴
う
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
事
業
者
に
事
業
計
画
等
の
届

出
を
義
務
づ
け
、
市
の
相
談
窓
口
の
一
本
化
や
緊
急
時
等
の

連
絡
体
制
の
整
備
を
図
る
。

 

質
疑

■問
条
例
適
用
の
対
象
外
と
な
る
発
電
設
備
は
何
か
。

■答
発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
や

建
物
に
設
置
の
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
は
、
対
象
外
と
す
る
。

■問
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
る
発
電
設
備
や
事
業
を
承
継
し
た

事
業
者
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

■答
事
前
協
議
や
設
置
工
事
な
ど
、
整
備

前
に
行
う
手
続
は
適
用
対
象
外
。
事
業

の
承
継
や
廃
止
手
続
、
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
は
適
用
の
対
象
と
な
る
。

■問
国
や
県
と
の
連
携
は
。

■答
不
適
切
な
対
応
が
あ
れ
ば
、
市
に
お

い
て
指
導
や
勧
告
を
行
う
が
、
そ
れ
で

も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
不
適
切
案
件

と
し
て
国
に
報
告
を
行
う
。

地
域
住
民
等
へ
の
説
明
や
市
へ
の
届
出
を

義
務
化

●令和４年第７回天草市議会（定例会）議案

会派名 政友会 天政会 市民クラブ 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

山
平

　

司
泰

崎
浜

　

臣
昭

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

口
門

　
　

徹

岡
松

　
　

寿

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

川
小

　

三
圭

　

朗
達

郎
一
昇
田
下

嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

本
浦

　
　

力

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

崎
浜

　

昭
義

田
蓑

　

子
庸

通
五

　

作
俊

　

芳
光

尾
中

　

二
友

山
若

　

介
敬

郎
一
幸
下
宮

本
竹

　
　

亨

城
赤

　

浩
史

田
吉

　
　

修
議第145号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ╳ ╳ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 23：2 認定

令和３年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について議第145号

※令和４年第６回臨時会終了後から令和４年第７回定例会までの間に開催された本会議及び委員会などへの出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「╳」は欠席、「＼」は所属外等、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【広報広聴委員会】【議会運営委員会】

【会派代表者会議】【議会改革調査特別委員会】

開催日 委員名

委 副

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

通
五

　

作
俊

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

8月23日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月30日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月22日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳
9月26日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
前

　

之
正

田
柴

　
　

誠

山
若

　

介
敬

嶋
五

　

彦
善

口
門

　
　

徹

田
蓑

　

子
庸

　

朗
達

　

芳
光

7月  6日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  2日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月26日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

議長 副議長 政友 天政 市民 新風 共産 公明

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

通
五

　

作
俊

7月  6日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月13日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月20日 会派代表者会議 ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠

田
吉

　
　

修

洲
濱

　

心
大

井
澤

　

富
一

川
小

　

三
圭

田
蓑

　

子
庸

　

芳
光

7月12日 広報広聴委員会 ╳ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
9月  2日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  7日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月15日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長 副議長

団　長
副団長
方面隊長
方面副隊長
分団長
副分団長
部　長
班　長
基本団員
機能別団員

200,000円
150,000円
120,000円
94,000円
72,000円
51,000円
47,000円
37,000円
36,500円
10,000円

■改正後の消防団年額報酬

※中尾友二議長は、常任委員会（予算決算）には、委員外議員として出席。

※中尾友二議長と鶴戸継啓副議長は、委員外議員として出席。

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。

賛否表

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

辺
船

　
　

修

通
五

　

作
俊

郎
一
幸
下
宮

洲
濱

　

心
大

嶋
五

　

彦
善

　

朗
達

城
赤

　

浩
史

井
澤

　

富
一

本
竹

　
　

亨

木
勝

　

生
幸

崎
浜

　

昭
義

田
柴

　
　

誠

岡
松

　
　

寿

山
若

　

介
敬

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

川
小

　

三
圭

本
浦

　
　

力

田
吉

　
　

修

口
門

　
　

徹

　

芳
光

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
蓑

　

子
庸

8月17日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
熊本県市議会議員研修会 ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ╳ ○ ○

8月30日 第７回定例会 本会議（開会、提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  2日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  5日 常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
9月  6日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月  7日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月12日 常任委員会（予算決算） ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月13日 常任委員会（予算決算） ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全員協議会 ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月14日 常任委員会（予算決算） ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月15日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9月20日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○
9月21日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○
9月22日 本会議（一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○
9月26日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲事業者が設置した太陽光発電設備

▲出初式の放水競技



天草市議会
■ホームページは

令
和
４
年
12
月
定
例
会

　
　 

　
会
期
日
程（
予
定
）

※日程は変更される場合があります。
※新型コロナウイルス感染症等の感染
状況により、傍聴の自粛をお願いす
る場合があります。
※本会議はケーブルテレビや天草市議
会のホームページで中継も行ってい
ますので、ぜひご覧ください。
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日
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決
採
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市
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生
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教
育
厚
生
委
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会

予
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決
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会

（
補
正
予
算
）

▲市議会QRコード

■問 卒業生の市内病院への就職
率はどうなっているのか。
■答 令和３年度は卒業生34人の
うち18人で52.9％。数年前
まで40％に満たない状況だっ
たが、２年続けて半数以上が
市内で就職している。
■問 市内への就職が増えた要因
は何か。
■答 校内に進路担当者を配置し、
まず市内医療機関への就職を
勧めている。また、市内に就
職した卒業生を招き、体験を
聞く機会を設けており、地元
への貢献や郷土愛が醸成され
たことなど
が要因と考
える。

質疑
　アマビズにより、ビジネス
コンサルティングを行い、中
小企業の売上げ増による産業
振興と起業支援に
よる新たな事業創
出を図る。

■問 国の交付金がなくなった
中、いつまで続けるのか。
■答 令和３年度からは一般財源
による運営になり、理事会で
協議された結果、令和４年度
をもって解散することが決定
された。
■問 事業の効果は。
■答 こ れ ま で の 相 談 件 数 は
9,240件。193事業者が創業
され、451人の新規雇用につ
ながった。

質疑

1億748万円
看護専門学校費

　天草宝島物産公社が中核と
なり、農林水産物や加工品な
どの特産品とその情報を広く
収集・発信し、都市部飲食店
とのマッチングを行うことで
販路拡大・地域
経済の循環的継
続を図る。

■問 ふるさと応援寄附基金を財
源としているが、今後事業を
継続していくため手数料を取
るなど、自主財源の確保を図
っていくべきではないか。
■答 現在生産者等にアンケート
調査を実施しており、今後は
説明会等を開催しながら調
整、検討を進めていきたい。

質疑

1,526万円

天草宝島物産公社
運営事業

2,963万円

天草市起業創業・
中小企業支援センター事業

　本市への移住・定住を希望・
検討する都市在住の住民等を
受け入れ、移住・定住による
人口減少抑制と地域の維持・
活性化を図る。

■問 これまでの実績は。
■答 令和３年度までの14年間
で437世帯824人が移住され
た。コーディネーターによる
支援体制やオンラインイベン
トなどの取組により、コロナ
禍においても促進することが
できた。空き家バンク対策に
も力を入れて整備していきた
い。
■問 移住者の年齢構成は。
■答 近年は、子育て世代など若
年層が増加している。

質疑

　ふるさと納税制度を活用し
た寄附金を募り、市の重点的
な財源確保や地域振興、地場
産業の活性化を図る。

■問 寄附金16億9,000万円に
対し、お礼品委託料等の経費
が９億8,000万円かかるのは
高いのではないか。
■答 本市はお礼品や送料などの
経費が寄附額の50％程度。こ
のほか、業務委託料は4.7％と
県内でも安価であるが、送料
を含め、さらに抑えられるよ
う検討し
ている。

質疑

3,214万円
移住・定住促進対策事業

　ごみの分別指導や環境学
習・出前授業等により、ごみ
の減量化を図る。

■問 資源化率が横ばいである要
因は何か。
■答 家庭ごみについては、環境
美化推進員による資源化・分
別の推進で資源化が進んでい
るが、事業系廃棄物の搬入に
おいて、分別が進んでいない
ことが要因である。
■問 事業系廃棄物の搬入検査の
実施状況は。
■答 令和３年度においては、各
清掃センターで19回実施し
た。新型コロナウイルス感染
拡大に伴い、令和２年度以降
は訪問指導ができていない。

質疑

4,446万円

ごみ資源化減量化
対策事業

9億7,818万円

ふるさと応援寄附金
推進事業
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監査委員の意見の一部をご紹介します

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）歳入、歳出には基金の取り崩し金13億6,543万８千円および
積立金39億836万６千円を含む。

　予算決算委員会では９月12日から４日間にわたり令和３年度一般会計および特別・企業会計
歳入歳出決算の審査を行い、すべて認定すべきものと決定しました。
　なお、決算の詳細については、市政だより天草11月号に掲載されていますので、本紙では審
査の際の質疑の内容などをお知らせします。

　市の財政については、新型コロナウイルス感染症対策に
関連し、臨時的な交付金が増加したものの、普通交付税等
の減少で歳入は減少している。新型コロナウイルス感染症
の対策と併せて、感染症の終息後を見据えた計画に対する
取組も対応していく必要がある。
　今後、財政運営はさらに厳しさを増すと予想される中で、
ふるさと応援寄附金等の自主財源のさらなる確保、行政効
率を上げるため関係部署との情報共有や相互連携など横断
的な取組を強化し、職員一人ひとりが財政状況を確認した
うえで行政改革に取り組むことを期待する。

令和３年度一般会計

597億3,555万2,372円

633億1,204万7,906円歳 入

歳 出

令和３年度

一般会計歳入歳出決算などを認定
金額は四捨五入し、万円単位で表記しています。

　歳入歳出決算の審査では、執行部に
対して、事業の実績や成果について説
明を求め、審査を行いました。
　質疑の後は、会派等での協議を経て、
委員から事業についての意見を出し、討
議を行いました。

～委員からの意見の一部～
●ふるさと応援寄附金の返礼品と

して、地域活性化につながる商
品づくりが必要ではないか。

●アマビズの解散後もこれまでの
ノウハウを生かし、相談窓口を
設けるなどの体制づくりが必要
ではないか。

　なお、特に重要と思われる事業につ
いては、決算に係る意見・要望を取り
まとめ、執行部に提出しました。
　また、令和５年度当初予算の審査の
際には、この意見・要望がどのように
予算に反映されているのか説明を求め、
審査を行うこととしています。

決算審査における議会の意見



■若山  

こ
の
制
度
の
創
設
理
由
は
。

■農林整備課長  

地
球
温
暖
化
防
止
や

水
源
涵
養
等
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備

等
に
要
す
る
安
定
的
な
地
方
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
て
い
る
。

■若山  

森
林
環
境
税
（
１
，０
０
０
円
）

は
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か
。

■農林整備課長  

令
和
６
年
度
か
ら
賦

課
徴
収
が
行
わ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。

■若山  

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
。

■経済部長  

森
林
の
整
備
、
人
材
の
育

成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
、
普
及
啓
発
、
本
市
の
実
施
体
制
整

備
に
活
用
す
る
。

■若山  

森
林
整
備
計
画
に
お
け
る
課
題

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

■経済部長  

林
業
従
事
者
の
減
少
等
に

よ
り
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
進
ま

な
い
状
況
に
あ
る
。

■若山  

道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
樹
木
の

伐
採
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
で
き

な
い
の
か
。■経済部長  

活
用
は
可
能
と
考
え
る
が
、

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現

状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
】

■五通  

５
歳
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
現
状
は
。

■健康増進課長  

本
年
３
月
に
５
歳
〜

11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
た
。 

接
種
券
な
ど
は
、
５
歳
の
誕
生
月
の
前

月
に
送
付
し
、
接
種
の
希
望
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

■五通  

今
後
の
対
応
は
。

■健康増進課長  「
予
防
接
種
法
施
行

令
」
の
改
正
に
よ
り
、
９
月
６
日
よ
り

樹
木
は
個
人
財
産
で
あ
り
、
誤
伐
を
防

ぐ
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

■若山  

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
思
い
は
。

■市長  

林
業
が
本
来
持
つ
持
続
性
を
よ

り
高
め
る
た
め
、
６
次
化
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

■若山  

こ
の
制
度
は
、
森
林
整
備
を
目

的
と
し
て
い
る
。
市
民
に
対
し
見
え
る

化
を
図
り
、
適
正
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
災
害
防
止
や
観
光

へ
と
つ
な
げ
、
森
林
資
源
を
活
用
し
て

事
業
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

５
歳
〜
11
歳
の
接
種
は
努
力
義
務
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
小
児
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
対
策
と
し
て
、
未
接
種
の
方

に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
内
容
を
理

解
い
た
だ
く
た
め
、
改
め
て
個
別
の
接

種
勧
奨
を
行
う
。

【
不
登
校
特
例
校
に
つ
い
て
】

■五通  

不
登
校
特
例
校
の
設
置
に
つ
い

て
市
の
見
解
は
。

■教育部長  

本
市
は
、
本
渡
中
学
校
分

教
室
「
カ
ワ
セ
ミ
学
級
」
を
設
置
し
て

い
る
。
カ
ワ
セ
ミ
学
級
で
は
、
所
属
校

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
学
校
に
登
校
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
生
徒
に
対
し
、
生
徒

が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
と
ら
え
、

社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
活
用
し
て
個
に

応
じ
た
指
導
お
よ
び
援
助
を
行
い
、
学

校
復
帰
に
つ
な
げ
る
取
組
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
不
登
校
特

例
校
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
現
段
階
に

お
い
て
考
え
て
い
な
い
。

■平山  

６
月
か
ら
緊
急
修
理
の
た
め
通

行
不
能
と
な
っ
て
い
る
瀬
戸
歩
道
橋
の

工
事
完
了
時
期
は
。
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
影
響
は
な
い
か
。
ま
た
、

壊
れ
た
場
合
の
整
備
の
方
針
は
。

■建設部長  

故
障
機
器
は
特
注
品
で
、

資
材
の
調
達
等
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

で
製
造
に
期
間
を
要
し
て
い
る
が
、
令

和
４
年
11
月
末
日
ま
で
の
工
期
で
工
事

を
進
め
て
い
る
。

■市長  

瀬
戸
歩
道
橋
は
市
民
に
と
っ
て

重
要
な
橋
で
あ
る
。
橋
の
補
修
等
が
で

き
な
い
状
態
に
な
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
橋
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
検
討
す

る
。■平山  （

仮
称
）第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
を

含
む
本
渡
道
路
、
今
釜
本
渡
港
線
お
よ

び
下
川
原
茂
木
根
線
工
事
と
橋
名
選
定

の
状
況
は
。■建設部長  

年
度
末
の
開
通
に
向
け
工

事
が
進
ん
で
お
り
、
供
用
開
始
時
期
も

調
整
中
。
今
釜
本
渡
港
線
お
よ
び
下
川

原
茂
木
根
線
の
工
事
も
す
べ
て
発
注
し

て
お
り
、
本
渡
道
路
の
開
通
に
合
わ
せ

完
成
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
橋

の
名
称
に
つ
い
て
は
、１
，６
２
７
人
か

ら
応
募
を
い
た
だ
き
選
定
作
業
中
で
あ

る
が
、
名
称
の
公
表
時
期
は
検
討
中
で

あ
る
。
開
通
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
等
も

検
討
を
進
め
る
。

■平山  

慢
性
的
な
渋
滞
が
あ
る
市
道
亀

川
馬
場
線
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。

■建設部長  

新
し
い
道
路
の
開
通
後
、

渋
滞
の
状
況
等
を
確
認
し
、
検
討
・
判

断
し
て
い
き
た
い
。

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

山
平
　

司
泰

て
い
つ
に
橋
道
歩
戸
瀬
①

て
い
つ
に
業
事
備
整
路
街
絡
連
路
道
線
幹
草
天
本
熊
②

２

通
五
　

作
俊

今
と
状
現
の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
る
け
お
に
市
本
①

て
い
つ
に
策
対
の
後

て
い
つ
に
校
例
特
校
登
不
②

３

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
用
活
の
税
与
譲
境
環
林
森
①

４

田
栁
　

芳
光

て
い
つ
に
種
接
ン
チ
ク
ワ
疹
疱
状
帯
①

て
い
つ
に
橋
架
県
三
②

５

木
勝
　

生
幸

て
い
つ
に
備
整
ラ
フ
ン
イ
路
道
①

て
い
つ
に
組
取
の
客
誘
客
光
観
③

６

田
吉

　
　

修

て
い
つ
に
境
環
活
生
の
者
齢
高
①②

草
天・
本
熊

90

て
い
つ
に
ン
イ
ザ
デ
ド
ン
ラ
グ
の
光
観
の
草
天
と
想
構
分

て
い
つ
に
り
わ
関
の
政
行
と
育
教
む
育
を
愛
土
郷
③

７

川
小
　

三
圭

て
い
つ
に
定
策
の
画
計
合
総
市
草
天
次
３
第
①

て
い
つ
に
置
措
算
予
や
限
権
の
め
た
の
実
充
能
機
所
支
②

８

岡
松

　
　

寿

て
い
つ
に
後
今
と
方
り
在
の
理
処
み
ご
の
市
草
天
①

て
い
つ
に
画
計
置
配
再
等
設
施
共
公
②

９

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
策
対
と
状
現
の
場
現
育
教
①

て
い
つ
に
係
関
の
と
市
本
と
会
教
一
統
旧
②

て
い
つ
に
道
報
転
運
惑
迷
の
ク
イ
バ
上
水
③

て
い
つ
に
策
対
済
経
の
後
今
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ
④

10

本
竹

　
　

亨

て
い
つ
に
策
政
育
教
の
ら
か
れ
こ
②

11

城
赤
　

浩
史

て
い
つ
に
災
防
、
防
消
①②

て
い
つ
に
況
状
行
移
の
へ
育
体
会
社
の
動
活
部
の
校
学
中・
小

12

朗
達

て
い
つ
に
境
環
洋
海
①

て
い
つ
に
境
環
業
農
②

て
い
つ
に
策
政
業
農
③

13

崎
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
科
人
婦
産
、
科
児
小
の
院
病
民
市
深
牛
①

て
い
つ
に
区
地
感
不
話
電
帯
携
②

道
県
③

35

て
い
つ
に
線
号

14

井
澤
　

富
一

て
い
つ
に
境
環
労
就
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ
①

て
い
つ
に
般
全
育
教
の
市
草
天
②

15

田
蓑
　

子
庸

）
題
課
と
状
現
（
備
整
の
所
場
難
避
の
時
害
災
①

て
い
つ
に
置
配
の
書
司
館
書
図
の
へ
校
学
中
・
小
②

う
問
を
針
方
の
市
て
い
つ
に
葬
国
の
相
首
元
倍
安
③

江
鯖

QRコードで質問の動画が見られます。 　９月20日から22日までの３日間で行った一
般質問では、15人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

●
瀬
戸
歩
道
橋
に
つ
い
て

●
熊
本
天
草
幹
線
道
路
連
絡
街
路
整
備
に

　つ
い
て

１  

平
山 

泰
司 （
政
友
会
）

P11 P10 P10 P9 P9 P8P11P12P12P13P14P15P15 P14 P13 ページ

①
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
天
草
振
興
に
つ
い
て

②
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
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●
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

３  

若
山 

敬
介
（
無
会
派
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
と

　今
後
の
対
策
に
つ
い
て

●
不
登
校
特
例
校
に
つ
い
て

２  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

▲瀬戸歩道橋

▲伐採による森林の整備

か
ん
よ
う



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。
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■吉田  

90
分
構
想
は
い
つ
完
成
す
る
の

か
。■建設総務課長  

熊
本
天
草
幹
線
道
路

の
計
画
は
、
70
㎞
の
う
ち
17
㎞
が
開
通

し
、
現
在
は
熊
本
宇
土
道
路
な
ど
29
㎞

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
全
線

開
通
の
目
途
は
明
確
で
は
な
い
。
年
に

数
回
、
市
長
が
国
に
対
す
る
要
望
を
行

い
、
早
期
全
線
開
通
の
重
要
性
を
訴
え

る
ほ
か
、
天
草
島
民
集
会
を
開
催
し
機

運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

■吉田  

﨑
津
集
落
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
早
く
も
４
年
が
経
過
す

る
。
本
市
は
世
界
遺
産
効
果
は
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
世
界
遺
産
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
の
か
。

■観光文化部長  

﨑
津
集
落
へ
の
入
り

込
み
客
数
は
登
録
前
年
が
８
万
４
，５

０
０
人
、
令
和
元
年
が
15
万
２
，０
０

０
人
と
２
倍
近
く
増
加
し
た
。
今
後
も

文
化
的
景
観
の
維
持
な
ど
に
よ
り
、
継

続
的
な
誘
客
に
つ
な
げ
る
。

■吉田  

こ
れ
か
ら
の
観
光
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
ど
う
示
す
の
か
。

■市長  

こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
守
っ
て

き
た
こ
の
美
し
い
島
を
後
世
に
き
ち
ん

と
残
す
義
務
が
あ
る
。
20
年
、
30
年
先

に
、
天
草
が
世
界
か
ら
真
に
目
指
さ
れ

る
場
所
に
な
る
に
は
宝
を
磨
き
上
げ
、

価
値
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■吉田  

本
市
は
現
状
、
移
動
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
。
西
九
州
新
幹
線
も
開
業

し
、
よ
り
広
域
的
な
観
光
の
在
り
方
を

考
え
る
時
に
来
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
に
観
光
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。

●
第
３
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

●
支
所
機
能
充
実
の
予
算
措
置
に
つ
い
て

７  

小
川 

圭
三
（
天
政
会
）

●
熊
本
・
天
草
90
分
構
想
と
こ
れ
か
ら
の

　
観
光
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

６  

吉
田 

　
修
（
無
会
派
）

■小川  

本
市
で
は
、
現
在
第
３
次
天
草

市
総
合
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、
策

定
の
趣
旨
、
背
景
、
役
割
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
か
。■総合政策部長  

総
合
計
画
は
本
市
に

お
け
る
最
上
位
計
画
と
し
て
位
置
づ

け
、
本
市
の
将
来
像
を
描
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
や
政
策
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
将
来

像
を
実
現
す
る
計
画
で
あ
る
。

■小川  

市
長
は
、
就
任
後
初
め
て
地
域

づ
く
り
の
最
上
位
の
計
画
を
策
定
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
策
定
さ
れ

る
の
か
。

■市長  

目
指
す
将
来
像
を
「
と
も
に
つ

な
が
り 

幸
せ
実
感 

宝
の
島
〝
天
草
〞
」

と
し
、
私
の
市
政
に
対
す
る
方
針
、
考

え
の
「
つ
な
が
る
チ
カ
ラ
で
ま
ち
づ
く

り
」
に
よ
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
幸
せ
を
実
感
で

き
る
天
草
を
つ
く
る
思
い
で
策
定
す

る
。■小川  

支
所
予
算
は
旧
市
町
の
面
積
や

市
道
・
河
川
の
数
や
延
長
を
考
慮
し
、

予
算
配
分
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

■市長  

支
所
の
要
望
は
市
内
全
体
の
整

備
状
況
な
ど
考
慮
し
、
緊
急
性
の
高
い

課
題
を
優
先
的
に
予
算
措
置
を
行
う
。

ま
た
、
新
規
・
継
続
事
業
は
予
算
の
範

囲
内
で
計
画
的
に
整
備
す
る
。

■小川  

市
長
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
市
民
の

要
望
に
答
え
る
た
め
に
も
、
来
年
度
か

ら
の
重
点
政
策
の
一
つ
と
し
て
支
所
だ

け
で
は
な
く
、
本
渡
の
周
辺
地
域
を
含

め
た
、
予
算
の
増
額
を
要
望
す
る
。

▲三県架橋イメージ図

●
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
三
県
架
橋
に
つ
い
て

５  

勝
木 

幸
生
（
天
政
会
）

【
市
道
全
般
の
整
備
に
つ
い
て
】

■勝木  

予
算
増
額
に
よ
る
市
道
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

■市長  

支
所
の
要
望
を
基
に
、
予
算
の

範
囲
内
で
計
画
的
に
整
備
す
る
。

■勝木  

県
道
本
渡
五
和
線
の
二
江
（
君

川
水
）、
県
道
坂
瀬
川
御
領
線
の
御
領

（
山
浦
入
口
）
の
整
備
状
況
は
。

■建設部長  

二
江（
君
川
水
）間
は
、
今

年
度
よ
り
土
地
取
得
に
関
す
る
地
権
者

へ
の
意
向
確
認
を
行
う
予
定
。御
領（
山

浦
入
口
）
は
県
と
協
議
し
、
山
切
工
事

の
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

■勝木  

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
今

後
も
里
道
の
維
持
管
理
を
地
域
住
民
に

対
応
を
さ
せ
る
の
か
。

■建設部長  
現
在
は
、
市
が
整
備
し
た

施
設
や
生
活
道
路
の
災
害
復
旧
は
市
で

対
応
し
て
い
る
が
、
里
道
は
地
区
で
維

持
管
理
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、

他
市
の
状
況
を
調
査
・
確
認
し
な
が
ら

研
究
す
る
。

【
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
づ
く
り

に
つ
い
て
】

■勝木  

水
上
バ
イ
ク
の
危
険
行
為
に
対

す
る
規
則
や
条
例
制
定
の
考
え
は
。

■観光文化部長  

条
例
等
は
制
定
せ
ず
、

安
全
運
航
協
議
会
を
中
心
に
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
の
徹
底
に
取
り
組
む
。

■市長  「
イ
ル
カ
と
暮
ら
す
島
」、「
イ
ル

カ
の
聖
地
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
い
た

だ
き
、
漁
業
者
の
安
全
確
保
や
迷
惑
行

為
・
危
険
行
為
の
抑
止
に
つ
な
げ
た
い
。

【
観
光
客
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て
】

■勝木  

長
崎
県
と
の
広
域
連
携
に
よ
る

観
光
客
誘
客
の
方
策
を
調
査・研
究
し
、

長
崎
県
か
ら
本
市
へ
の
誘
客
が
促
進
さ

れ
る
取
組
を
要
望
す
る
。

４  

栁
田 

光
芳
（
公
明
党
）

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
】

■栁田  
本
市
に
お
け
る
帯
状
疱
疹
患
者

数
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

■健康増進課長  
全
体
の
患
者
数
は
把

握
で
き
て
い
な
い
が
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
お
け
る
患
者
数
は
、
令
和
元

年
度
は
３
５
７
人
、
令
和
２
年
度
お
よ

び
３
年
度
は
３
４
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

■栁田  

市
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
周
知

は
し
て
い
る
の
か
。

■健康増進課長  
任
意
接
種
の
周
知
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
市
民
が
正
し
い

情
報
を
得
る
た
め
、
今
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
周
知
し
て
い
く
。

■栁田  

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。■健康福祉部長  

国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
帯
状
疱
疹
の
疾
病
、
接
種
状

況
を
把
握
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
三
県
架
橋
に
つ
い
て
】

■栁田  

本
市
に
お
け
る
三
県
架
橋
へ
の

取
組
は
。■政策企画課長  

昭
和
62
年
に
長
崎
県
、

鹿
児
島
県
お
よ
び
熊
本
県
の
２
市
13
町

で
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
を
設
置
し
、

３
県
の
協
議
会
と
連
動
し
た
交
流
促
進

事
業
な
ど
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
機

運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

■栁田  
市
長
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

機
運
を
高
め
て
い
く
の
か
。

■市長  
地
元
期
成
会
会
長
と
し
て
も
国

等
へ
の
働
き
か
け
を
強
く
行
っ
て
い

き
、
地
方
大
会
な
ど
を
通
じ
て
、
架
橋

の
重
要
性
を
強
く
訴
え
な
が
ら
実
現
に

向
け
て
の
取
組
を
進
め
た
い
。

●
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

●
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

　
つ
い
て

▲世界文化遺産の﨑津集落
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【
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
】

■竹本  

こ
れ
か
ら
こ
の
取
組
に
よ
り
、

島
外
か
ら
の
合
宿
な
ど
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
雨
天
時
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。■地域振興部長  

現
在
、
市
は
雨
天
練

習
場
を
所
有
し
て
な
い
た
め
、
体
育
館

な
ど
屋
内
施
設
で
の
対
応
と
な
る
。
現

在
の
整
備
計
画
に
は
雨
天
練
習
場
は
な

い
が
、
関
係
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
こ
れ
か
ら
の
教
育
政
策
に
つ
い
て
】

■竹本  

将
来
50
人
以
下
の
小
規
模
中
学

校
が
増
え
、
さ
ら
な
る
少
数
化
が
進
む

が
第
３
次
天
草
市
総
合
計
画（
素
案
）に

そ
の
こ
と
に
関
す
る
記
述
が
な
い
が
。

■教育部長  

現
在
作
成
中
の
総
合
計
画

に
お
い
て
も
児
童
生
徒
数
の
減
少
は
課

題
と
し
て
捉
え
、
中
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
取
組
も

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■竹本  

修
学
旅
行
の
負
担
額
に
は
、
行

程
や
児
童
数
に
よ
り
大
き
な
差
が
あ

る
。
負
担
の
標
準
化
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
。

■教育部長  

校
長
会
等
で
複
数
校
に
よ

る
合
同
で
の
実
施
を
一
つ
の
対
策
と
し

て
働
き
か
け
、
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
ま
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。今
後
も
協
議
す
る
よ
う
伝
え
た
い
。

■市長  

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に

差
が
で
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
こ
う
と

考
え
る
。
ま
た
、
教
育
に
関
す
る
課
題

を
見
え
る
化
し
て
、
そ
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

●
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

●
小
・
中
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行

　状
況
に
つ
い
て

11  

赤
城 

史
浩
（
無
会
派
）

●
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

●
こ
れ
か
ら
の
教
育
政
策
に
つ
い
て

10  

竹
本 

　
亨
（
無
会
派
）

【
消
防
・
防
災
に
つ
い
て
】

■赤城  

消
防
団
の
部
の
３
割
が
10
人
未

満
で
あ
る
が
、
部
の
再
編
に
つ
い
て
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■総務部長  

団
員
の
負
担
軽
減
や
災
害

時
の
初
動
体
制
の
強
化
の
観
点
か
ら
必

要
で
あ
る
。
消
防
団
と
十
分
協
議
し
、

地
域
内
で
の
説
明
な
ど
市
も
協
力
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

■赤城  

避
難
所
開
設
に
伴
い
、
１
日
当

た
り
の
職
員
数
お
よ
び
経
費
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。■防災危機管理課長  

市
内
69
か
所
の

避
難
所
等
に
約
１
６
０
人
配
置
し
、
経

費
は
、
人
件
費
が
３
７
０
万
円
程
度
と

な
る
。■赤城  

市
の
防
災
危
機
管
理
の
考
え

は
。■市長  

大
規
模
災
害
時
に
は
、職
員
の

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も
予
想
さ
れ
る
。
本

年
度
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
避
難
所
運

営
に
地
域
の
方
が
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
も
、
市
民
と
一
緒
に
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

【
小
・
中
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移

行
状
況
に
つ
い
て
】

■赤城  

小
学
校
の
部
活
動
に
存
続
し
て

い
る
も
の
は
あ
る
か
。
地
域
に
移
行
す

る
と
、
校
区
外
の
児
童
も
参
加
で
き
る

た
め
、早
急
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■教育部長  

運
動
系
部
活
動
は
社
会
体

育
に
移
行
し
て
お
り
、
４
校
に
文
化
系

部
活
動
が
あ
る
。
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
移
行
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

■赤城  

市
内
の
体
育
施
設
に
冷
暖
房
設

備
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

■地域振興部長  

地
域
の
拠
点
施
設
を

絞
り
込
み
、必
要
な
設
備
を
検
討
す
る
。

●
天
草
市
の
ご
み
処
理
の
在
り
方
と
今
後
に

　つ
い
て

●
公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

９  

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

教
育
現
場
の
職
員
は
残
業
が
日

常
茶
飯
事
で
職
員
が
不
足
し
て
い
る
現

状
。
持
ち
帰
り
の
仕
事
も
多
く
、
な
り

手
不
足
の
状
況
も
納
得
が
い
く
。
教
職

員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
は
依

然
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
教
育
現
場

の
現
状
を
再
度
検
証
し
、
安
心
し
て
授

業
を
行
え
る
環
境
と
働
け
る
職
場
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■教育部長  

毎
月
の
勤
務
状
況
を
把
握

し
直
接
指
導
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
教
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

■浜崎  
本
市
に
お
い
て
、
過
去
に
家
庭

連
合
の
正
体
を
知
ら
ず
祝
電
や
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
参
加
、
後
援
等
は
な
か
っ
た

か
。■総務部長  

関
連
団
体
と
さ
れ
る
26
団

体
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
後
援
を
行
っ
て
い
た
。

■浜崎  

霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
、
家
庭

連
合
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

被
害
の
報
告
は
あ
る
の
か
。

■地域振興部長  

本
市
へ
の
相
談
は
２

件
あ
っ
た
。

■浜崎  

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し

む
観
光
客
を
前
に
、
イ
ル
カ
の
群
れ
に

水
上
バ
イ
ク
が
突
っ
込
む
姿
。
人
身
事

故
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
水
上
バ
イ

ク
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■観光文化部長  

安
全
運
航
協
議
会
を

通
じ
て
啓
発
に
取
り
組
む
。

■浜崎  

本
市
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
患
者
が
急
増
し
て
お
り
、
経
済
対
策

を
求
め
る
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
。■経済部長  

必
要
に
応
じ
て
経
済
対
策

を
実
施
し
て
い
く
。

８  

松
岡 

　
寿
（
政
友
会
）

【
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
】

■松岡  
施
設
稼
働
が
令
和
９
年
４
月
か

ら
同
年
７
月
に
遅
延
し
た
理
由
、
施
設

建
設
負
担
金
が
本
市
の
み
８
億
円
負
担

増
と
な
っ
た
こ
と
、
均
等
割
算
出
が
２

市
１
町
か
ら
旧
市
町
割
（
２
市
13
町
）

に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
市
民
へ
分
か
り
や
す
く
説
明

を
。■市長  

施
設
の
稼
働
時
期
に
つ
い
て

は
、
試
運
転
を
含
め
た
工
期
を
令
和
９

年
６
月
30
日
と
し
て
入
札
公
告
が
行
わ

れ
た
。
負
担
額
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

負
担
金
の
不
均
衡
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
旧
２
市
13
町
で
の
均
等
割

が
適
当
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
入
札
の

着
手
に
よ
り
、
施
設
の
修
繕
や
停
止
な

ど
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク

拡
大
の
回
避
に
つ
な
が
る
こ
と
が
一
番

の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

【
公
共
施
設
廃
止
等
に
よ
る
地
域
へ
の

影
響
に
つ
い
て
】

■松岡  
計
画
で
は
財
源
や
利
用
率
に
重

点
を
置
い
て
い
る
が
、
地
域
特
性
や
価

値
観
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。■総務部長  

公
共
施
設
の
最
適
配
置
と

長
期
的
視
点
で
更
新
・
長
寿
命
化
を
計

画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
現

時
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
本
計
画
は
、
第
２
期
、
第
３
期
と

期
ご
と
に
、
利
用
状
況
、
老
朽
化
の
状

況
お
よ
び
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
、
地

域
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

●
教
育
現
場
の
現
状・旧
統
一
教
会
と
本
市

　と
の
関
係
に
つ
い
て

●
水
上
バ
イ
ク
対
応・経
済
対
策
に
つ
い
て

【小学校】

No 学校名 １人当たりの
金額（円） 参加人数 No 学校名 １人当たりの

金額（円） 参加人数

1 新和小 29,848 11人　11 Ｊ小 21,109 45人　
2 Ａ小 28,060 10人　12 Ｋ小 21,000 24人　
3 Ｂ小 25,930 15人　13 Ｌ小 20,820 56人　
4 Ｃ小 25,740 16人　14 Ｍ小 20,165 25人　
5 Ｄ小 24,710 13人　15 Ｎ小 18,530 124人　
6 Ｅ小 24,160 15人　16 Ｏ小 17,936 31人　
7 Ｆ小 23,610 84人　17 Ｐ小 17,923 37人　
8 Ｇ小 23,450 64人　
9 Ｈ小 23,410 22人　 最高額 最低額
10 Ｉ小 22,800 24人　 29,848 17,923

◆平成30年度修学旅行費用保護者負担額一覧
　（通常学級）

差額
11,925
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■澤井  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
症
対
策

等
で
多
忙
の
中
、
従
業
員
が
精
神
的
、

肉
体
的
に
疲
弊
し
て
き
て
い
る
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下

で
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
と
い
う
相

談
を
数
件
受
け
た
が
、
市
は
そ
う
い
う

民
間
の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
か
。

■産業政策課長  

把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
労
働
全
般
に
つ
い
て
市
民
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
天
草
労
働
基
準

監
督
署
内
に
あ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
案

内
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■澤井  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
業
種
に

よ
っ
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
事
業

者
、
就
労
者
と
も
に
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
特
に
就

労
者
の
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
場
所

は
あ
る
の
か
。

■福祉課長  

天
草
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
の
「
あ
ま
く
さ
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
支
援
員
を
配
置
し
、
対
応
し

て
い
る
。
さ
ら
に
民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

■澤井  

五
和
地
区
の
通
学
路
に
お
い

て
、
御
領
神
社
を
過
ぎ
歩
道
に
入
る
所

が
車
の
往
来
も
多
く
危
険
で
あ
る
。
安

全
対
策
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■教育部長  「
天
草
市
通
学
路
安
全
対

策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
沿
っ
て
対
策
し
て

い
る
。指
摘
箇
所
の
検
討
を
進
め
た
い
。

■澤井  

就
労
環
境
の
悪
化
と
教
育
問
題

に
共
通
す
る
の
は
「
言
葉
の
チ
カ
ラ
」。

大
人
も
子
ど
も
も
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
、

疲
れ
が
増
幅
し
て
い
る
。
良
い
言
葉
を

使
い
続
け
れ
ば
世
の
流
れ
は
変
わ
っ
て

い
く
。

●
災
害
時
避
難
訓
練
と
避
難
所
整
備

●
学
校
司
書
の
配
置

●
元
首
相
の
国
葬
問
題

15  

蓑
田 

庸
子
（
日
本
共
産
党
）

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
就
労
環
境
に
つ
い
て

●
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

14  

澤
井 

一
富
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

【
避
難
訓
練
と
避
難
所
】

■蓑田  

避
難
訓
練
の
実
態
は
。

■総務部長  

毎
年
９
月
の
防
災
週
間
に

一
斉
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
令

和
２
年
と
３
年
は
、
荒
天
や
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
は
地
区
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、
令

和
元
年
は
人
口
の
20
％
が
参
加
し
た
。

■蓑田  

市
民
か
ら
は
身
近
な
場
所
へ
の

避
難
所
設
置
の
要
望
が
あ
る
が
。

■総務部長  

避
難
所
を
目
的
と
し
た
新

た
な
施
設
の
整
備
計
画
は
な
い
。

【
小
・
中
学
校
へ
の
学
校
司
書
の
配
置
】

■蓑田  

市
内
30
校
へ
の
学
校
司
書
の
配

置
状
況
は
。■学校教育課長  

１
校
勤
務
が
４
人
、

２
校
勤
務
が
10
人
、３
校
勤
務
が
２
人
、

計
16
人
で
30
校
を
担
当
し
て
い
る
。

■蓑田  

複
数
校
の
勤
務
が
あ
る
理
由

は
。■教育部長  

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は

学
校
全
体
で
の
取
組
を
進
め
、
試
行
的

に
勤
務
体
制
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

■蓑田  

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の

採
用
で
は
、
専
門
職
と
し
て
の
経
験
を

積
む
の
に
難
が
あ
る
。

【
元
首
相
の
国
葬
問
題
へ
の
市
の
方
針
】

■蓑田  

法
的
根
拠
の
な
い
事
業
へ
の
予

算
執
行
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。

■市長  

費
用
を
国
費
か
ら
支
出
す
る
事

に
国
民
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
答
弁
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

■蓑田  

弔
意
の
強
制
が
市
民
の
内
面
の

自
由
に
反
す
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

■市長  

市
と
し
て
市
民
に
弔
意
表
明
の

要
請
を
行
う
予
定
は
な
い
。

▲イノシシを減容化処理する設備

●
海
洋
環
境
に
つ
い
て

●
農
業
環
境
・
政
策
に
つ
い
て

13  

浜
崎 

昭
臣
（
政
友
会
）

【
牛
深
市
民
病
院
に
つ
い
て
】

■浜崎  

牛
深
市
民
病
院
「
小
児
科
」
の

診
療
日
を
毎
日
に
で
き
な
い
か
。ま
た
、

「
産
婦
人
科
」
の
月
２
回
の
診
療
体
制

を
改
善
で
き
な
い
か
。

■病院事業部長  「
小
児
科
」診
療
体
制

充
実
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
大
学
等
へ

常
勤
医
師
の
派
遣
や
派
遣
日
数
を
増
や

す
要
望
を
続
け
る
。「
産
婦
人
科
」
に
つ

い
て
も
大
学
等
関
係
機
関
に
協
議
・
要

望
を
続
け
る
。

【
携
帯
電
話
不
感
地
区
に
つ
い
て
】

■浜崎  
牛
深
地
区
か
ら
下
田
温
泉
へ
向

か
う
国
道
沿
い
「
牛
深
小
森
地
区
一
帯
」

の
不
感
地
域
解
消
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
強
く

要
望
す
る
。
今
後
の
取
組
は
。

■総合政策部長  

総
務
省
や
県
、
携
帯

電
話
事
業
者
へ
不
感
地
域
解
消
の
た
め
、

粘
り
強
く
要
望
を
行
う
。

【
県
道
35
号
線
に
つ
い
て
】

■浜崎  

市
牛
深
支
所
か
ら
旧
二
浦
郵
便

局
ま
で
の
14
．７
㎞
に
つ
い
て
、現
在
の

改
良
率
63
．２
％
。
こ
の
ペ
ー
ス
だ
と

完
成
ま
で
あ
と
45
年
を
要
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
魚
貫
海
岸
城
下
防
波
堤

か
ら
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
間
の
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
私
が
牛
深

市
議
時
代
か
ら
要
望
し
て
20
数
年
経
過

し
て
い
る
。
早
急
な
る
対
策
を
望
む
。

■建設部長  

改
良
率
が
向
上
す
る
よ
う

熊
本
県
へ
の
要
望
活
動
に
努
め
る
。「
災

害
防
除
工
事
」
の
件
は
要
望
か
ら
20
年

を
超
え
る
長
期
間
を
要
し
て
お
り
、
引

き
続
き
県
に
対
し
早
期
工
事
着
工
に
向

け
て
協
議
・
要
望
を
続
け
る
。

12  

鯖
江 

達
朗
（
天
政
会
）

■鯖江  
漂
着
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

に
お
け
る
沿
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進

事
業
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。■市民生活部長  

漁
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
が
回
収
し
た
漂
着
ご
み
の
運
搬
・

処
分
と
、
海
洋
ご
み
削
減
の
意
識
啓
発

を
促
す
動
画
の
制
作
お
よ
び
配
信
や
チ

ラ
シ
等
を
作
成
し
配
布
し
て
い
る
。

■鯖江  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
ご
み
箱
の

設
置
と
定
期
的
回
収
が
で
き
な
い
か
。

■市民生活部長  

試
験
的
に
モ
デ
ル
地

区
を
定
め
、
不
法
投
棄
を
防
ぐ
対
策
も

含
め
た
ご
み
箱
の
設
置
を
検
討
し
た

い
。
現
在
は
、
ご
み
袋
の
無
料
配
布
や

ご
み
処
理
手
数
料
の
減
免
も
行
っ
て
い

る
。■鯖江  

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
で
昨
年
度

の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
頭
数
と
報
償
費
、
防

護
柵
助
成
等
の
決
算
は
。
ま
た
、
新
和

地
区
の
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
稼
働
状

況
は
。■農業振興課長  

捕
獲
頭
数
は
６
，６

２
０
頭
で
、
捕
獲
隊
員
の
報
償
額
は
約

５
，０
０
０
万
円
、
防
護
柵
等
設
置
補

助
は
約
２
，５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
処
理
施
設
で
は
７
３
８
頭
、
２
０
，

３
５
２
㎏
を
処
理
し
、
７
，４
６
３
㎏

に
減
容
化
し
た
成
果
物
が
で
き
た
。

■鯖江  

本
市
農
業
の
将
来
構
想
は
。

■市長  
一
次
産
業
の
発
展
な
く
し
て
天

草
の
発
展
な
し
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
等
と

も
連
携
し
、
労
働
環
境
の
整
備
や
高
品

質
で
高
収
益
作
物
の
生
産
に
よ
る
所
得

向
上
を
図
り
、
戦
略
的
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
牛
深
市
民
病
院
、
携
帯
電
話
不
感
地
区
、

　県
道
35
号
線
に
つ
い
て

地　区

【あまくさ生活相談支援センター相談窓口】

窓　口

天草市社会協議会
本所　地域福祉課・
本渡支所　

天草市社会協議会
牛深支所

天草市社会協議会
栖本支所

牛深・天草・
河浦地区

有明・御所浦・
倉岳・栖本地区

本渡・新和・
五和地区



　スポーツの秋。市内も各地で運動会が開催されました。
秋空の下、練習の成果を発揮した子どもたち。元気いっ
ぱいにぎやかな声が響き渡りました。
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あ
ま
く
さ
市
議
会
だ
よ
り

　年
々
暑
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
猛
暑
の

夏
も
過
ぎ
、晩
秋
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
。

子
ど
も
の
頃
食
べ
て
い
た
庶
民
の
味
、
秋
の

味
覚
の
「
サ
ン
マ
」
も
今
や
高
級
食
材
で
す
。

魚
類
の
乱
獲
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
大
干
ば

つ
や
大
洪
水
な
ど
の
気
候
変
動
。
人
間
に
よ

る
人
災
で
し
ょ
う
か
。

　ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
始
ま
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

第
６
波
・
第
７
波
、
そ
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
の
崩
御
な
ど
、
何
か
と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の

多
か
っ
た
２
０
２
２
年
。

き
っ
と
明
る
い
夜
明
け

が
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広報広聴委員会

　８月17日に熊本県市議会議長会が主催する第30回県市議会議員
研修会が熊本市で開催され、本市議会からも多くの議員が参加し
ました。
　今回は、地域のまちづくりを全国で手がける㈱グランドレベル
代表取締役社長の田中元子氏を講師に招き、「地域が元気になるヒ
ント～過去でも未来でもない、今目の前から考える～」と題して講演されました。
　自らが2014年から取り組んだ個性豊かな地域づくり・まちづくりを紹介。卸屋だった築55年になる建
物をリノベーションし、多くの人々が過ごせるランドリー付喫茶店に変える（東京墨田区）取組や、オリ
ジナルベンチを配置し、多くの人たちが佇む光景をつくりだした企画（東京中央区）など、地域の人々がま
ちの小さな主役になれる空間づくりで、プロジェクト名を聞いただけでも興味がそそられるものでした。
　「まずは資金が必要だろう」などの既成概念は横に置き、地域の人が求めているものに気づいて提案す
るという発想は、これからの市政運営にも欠かせない視点となり、貴重な研修となりました。

●令和４年第７回定例会の主な内容 …………… Ｐ２～４
●令和３年度一般会計歳入歳出決算などを認定 Ｐ６～７
●一般質問………………………………………… Ｐ８～15
●議員研修／政務活動報告……………………………Ｐ16

～「１階づくりはまちづくり～」の理念にのせて～

たたず

元気いっぱいの玉入れ（本渡南幼稚園）

６年生による鼓笛隊（本渡南小学校）

 令和４年７月27日～ 29日　新風天草（濱洲大心、前田正之）、中尾友二、若山敬介、竹本亨、吉田修

　６人の議員で広島県東広島市（学校の元気応援事業）・岡山県岡山市（教育支援アドバイザー配置事業）に
ついて視察研修を行ってまいりました。

 視察報告
　全国的に教員不足が問題になっている中、東広島市にお
いては、退職された校長先生を中心とした「学校支援セン
ター」を設置され、教育現場のサポートをされておりました。
　岡山市においては、一人一人の育ちを支える指導・支援
の充実のため、知見や経験を有する警察ＯＢや教員ＯＢの
方々を教育支援アドバイザーとして小学校に配置し、いじ
めや暴力行為など問題行為の早期発見、対処を図るための
校内体制づくりの支援を行っておられました。
　また、定期発行物として「道標！みちしるべ」を発行さ
れているとのことでした。

 視察を終えて
　全国的に教員不足が問題となっている今日において、参考となる学びができました。本市においても、こ
れからの教育環境の改善、働き方の見直し等、今後の活動に生かしたいと思います。


